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2012年の中央教育審議会の答申では、予測困難な時代に立ち向かい、時代を生き抜く力を学生が確実に身に付けるため

の大学教育改革が、学生の人生と日本の未来を確固たるものにするための根幹であり、そのために、学士課程教育の質的転換

をすすめることが不可欠であるとの認識が提示されました。同時に、学生の主体的な学びを確立させるための始点が、十分な

学修時間の確保であり、そのために、学士課程教育課程の改善の責任が大学にあることを明確にしたのも新しい点でした。

それでは、「主体的な学び」とは一体どのようなことを意味しているのでしょうか。私は、「学生が目的意識を持って、受け身で

はなく、学びに主体的に関わり、何らかの学習成果につなげること」と定義づけてみたいと考えます。学びに主体的に関わるとい

う態度は、大教室で行われる教員の講義主体の授業を通じても、学生が目的意識を持って学ぶ場合には、醸成することもできる

でしょうし、かつ成果につなげることも可能でしょう。

しかし、近年では、多くの大学の授業において、従来の教員の側から提供する講義主体のティーチングに加えて、学生が能動

的に関わるアクティブ・ラーニングが導入されるなど、教育方法に関する研究の蓄積がなされ、その蓄積から、学生の主体的な

学びを促進する方法として、アクティブ・ラーニングが注目されるようになってきました。

「何を教えるか」から「何ができるようになるか」という、教育活動の中心目標の移行が促進され、その場合に双方向型のアク

ティブ・ラーニングが効果的であるという認識が共有されつつあることがこの注目の背景といえるでしょう。実社会で直面する

複雑・多様な正解が一つではない課題に適切に対応できる思考力、創造力および課題探求能力を育成するため、教員は、授業に

おいては、ディスカッションや学生のプレゼンテーションによる双方向対話型の授業を展開し、学生自らが資料や文献を探し、授

業の事前・事後の学習に取り組むことを推奨するようになってきました。様々な調査および研究結果は、アクティブ・ラーニング

手法は、学生の主体的な学びにつながる教育方法であり学士力関連の学習成果の獲得に一定の効果をもたらしていることを

示しています。

今後は、学士課程教育の質的転換の鍵として、学生の主体的な学びとアクティブ・ラーニング手法の関係を丁寧にモニタリン

グすることが不可欠であると考えています。

予測困難な時代に立ち向かい、時代を生き抜くには
学習支援・教育開発センター所長　山田　礼子
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大学教育の今

学習支援・教育開発センターでは、高校生向けに、大学で要求される学習の質と量を知ってもらい、正しい学部選択の機会を与えることを目
的として、「大学入学準備講座」を開講しています。
この講座では、秋学期の土曜日の午後に、各学部・学科の教員が、それぞれの専門分野で扱う学問の内容から面白そうなテーマを選んで、実

際の大学での講義と同じ形式で、高校生に授業を行います。
今後開講分の講座については受講申込みを受付けていますので、詳細は以下のURLよりご参照ください。

2013年度『大学入学準備講座』のご案内

10月5日（土）
今出川校地

10月12日（土）
京田辺校地

10月19日（土）
京田辺校地

10月26日（土）
今出川校地

11月2日（土）
今出川校地

11月9日（土）
京田辺校地

11月16日（土）
今出川校地

12月7日（土）
今出川校地

13：10～14：40 14：55～16：25
【講座①】福島原発「事件」の真実を隠すマスメディア

社会学部メディア学科 浅野 健一 教授

グローバル・コミュニケーション学部 日野 みどり 教授

【講座②】ウェイトコントロールの理論と実際
～パフォーマンス向上とメタボリックシンドローム・ロコモティブシンドローム予防～

スポーツ健康科学部 石井 好二郎 教授
【講座③】中国の多様性を知ろう：国内の多民族、国外の中国人

【講座⑥】 家族心理学入門 －システムとしての家族という考え方－
心理学部 興津 真理子 准教授

【講座⑧】伝統をグローバル化する中国
グローバル地域文化学部 副島 一郎 教授

【講座⑪】聖書の楽しみ方、味わい方
神学部 石川 立 教授

【講座⑤】やきもの(陶磁器)の文化史 －文化と科学の視点から－
文化情報学部 鋤柄 俊夫 教授

【講座⑦】女性が活躍する社会をめざして
政策学部 川口 章 教授

【講座④】内燃機関の作動原理とこれからの持続可能な低炭素社会の形成
理工学部機械システム工学科 松村 恵理子 准教授

【講座⑨】あなたはホモエコノミカスですか？
経済学部 新関 三希代 教授

【講座⑩】医用画像を用いたバイオメカニクス
生命医科学部医工学科 井上 望 教授

【講座⑫】ことばにすり込まれた「前提」を発見しよう 
－弱者を救う「英文学研究」－ 文学部英文学科 金谷 益道 教授

【講座⑬】現代中国への見方
法学部政治学科 浅野 亮 教授

【講座⑭】韓国の若年層の格差と競争
商学部 遠藤 敏幸 准教授

http://clf.doshisha.ac.jp/preparation_course/course.html大学入学準備講座のページ
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学習支援・教育開発センター所長 挨拶

学習支援・教育開発センター副所長 就任挨拶

2012年度事業計画

学習支援・教育開発センター所長　山田  礼子

教育内容・授業方法の改善を推進するとともに、教育効果に関わる全学的
な企画の検討を行うことを目的として設置されています。

このたび、新しく改称された学習支援・教育開発センターの副所長を拝命いたしました。従来の教育開
発センターに「学習支援」の名称が付加された背景には、同志社大学が現下取り組んでいる「今出川校
地と京田辺校地における教学体制の再構築」とそれに伴うラーニング・コモンズの開設や、良心教育を建
学の精神とする同志社大学における教育の全学的な整備、大学教育の質的改革と充実を図るための
透明性をもった教育システムの開発や教育方法の改善といった、全学的に取り組むべき「学習支援」施
策の充実・強化が求められていることにあると考えています。私自身は今年度4月から大学院教育検討部
会の部会長を務めておりますが、大学院生にとっても、この学習支援施策の展開による学修環境の改善
は彼ら彼女らの自らの研究やティーチング能力の醸成にとっても大きなプラスになることと考えています。た
とえば、再編後のいずれの校地においても、ゼミナールを中心とした専門教育や、実験・実習、フィールドワ
ークが重視され、課題探究・解決型の学習に学生が主体的に取り組むことが期待されています。そうした
学生の主体的な学びを支援する場として開設されるラーニング・コモンズでは、授業の発表準備やレポー
ト作成などのグループ学習、留学生や社会人学生との交流の機会も格段に増えることになると思います。
大学院生には、ラーニング・コモンズにおいて、情報検索やライティング、プレゼン技法といった学部生の学
習スキルを支援するスタッフとしての役割も期待されています。
2013年度の再編後、今出川校地は、文系学部の教育拠点および専門職大学院や独立研究科等を中
心とする高度専門職業人養成の拠点となり、一方で、京田辺校地は、理工系と文理融合学部が集積し、
「身体・生命、先端技術、情報」に関しての国際的先端研究拠点となることがうたわれています。両校地と
も、国際主義を掲げる同志社大学にふさわしい、海外からの優れた留学生や研究者が集う国際的なキャ
ンパスとなることでしょう。そうした新たな展開の中で、学習支援・教育開発センターは、教員の教育力の向
上と学生の学習を支援するというダブル・ミッションを果たす、全学の改革のエンジンとなることが期待され
ています。こうした明確なミッションのもとで、センターの活動を支える一員として副所長の職務に微力を尽
くしていきたいと念じているところです。

FD支援部会 活動報告FD支援部会 活動報告
Center for Faculty Development

教育効果向上部会 活動報告教育効果向上部会 活動報告
Center for Faculty Development

今年度の本部会の事業計画は、①教員研修の検討、②「大学入学準備講座」の企画、③ＦＤに関する意識高揚活動の実
施、④ＦＤ講演会・ワークショップの開催、⑤ＦＤハンドブックの充実、⑥教育方法・教材開発費制度の見直し、⑦学生の自発的
学修促進のための取組の検討、という７項目を挙げました。
このうち②の「大学入学準備講座」は今年も多くの高校生が参加してくれて、高校側にとっても年間行事として定着してきた
ように思います。来年度は、キャンパス整備のため教室事情が逼迫していることもあって、開講科目数の絞込みによって若干ス
リム化しようと計画を練り直しています。また④の講演会としては、７月に帝京大学の土持ゲーリー法一先生をお迎えし、教育改
革の実践をご紹介いただきました。年明けの１月には、立命館大学の米山裕先生に大学院のキャリアパス推進施策について、
また株式会社アカリクの長井裕樹取締役から大学院のキャリア教育について、それぞれ事例を交えてお話しいただきました。
いずれの講演会も盛況で、ＦＤを活性化する良い刺激になったと考えています。⑤のＦＤハンドブックについては、昨年度Web
上での公開のみであったものを印刷物として発行することができました。読みやすい冊子という形になったことで、より多くの教
員の皆さんの手に取っていただけることと思います。急速に国際化する教員組織を念頭に、次年度は英語版を作成しようと現
在準備を進めています。⑥の教育方法・教材開発費制度の見直しについては、従来の予算枠を再検討し、学部単位での申請
には多めの予算を振り分け、一層充実した開発をしてもらえるようにしました。次年度からは出来上がった教材に対する評価
方法の検討も視野に入れ、成果をどのように学生に還元していくかについて精査していく予定です。⑦学生の自発的学修促
進のための取組の検討では、大学が進めているラーニング・コモンズ計画について、より多くの教職員に構想を理解していただ
くため、CFD report Vol.15で「ラーニング・コモンズ特集」を組みました。国内外の大学におけるラーニング・コモンズの先進例
を知っていただく機会になったのではないかと考えています。来年度は、計画がいよいよ具体化していきますので、より詳細な紹
介をしていきたいと思います。他の項目においても、委員の皆さんから貴重な意見をいただき、事業計画を推進できたことを確
信しています。委員の皆様のご協力に心より感謝致します。

（ＦＤ支援部会長　勝山 貴之）

今年度の本部会では、①「キャンパスライフに関するアンケート調査」の実施及び調査結果の分析と②e-Learningの効果的
な利用方法の検討についての２点を事業計画として挙げました。
①「キャンパスライフに関するアンケート調査」の実施及び調査結果の分析については、2010年度実施分について専門調査
員を中心に調査結果の集計と分析を行い、「2010年度『キャンパスライフに関するアンケート調査』調査結果報告書」の作成が
完了しました。2011年度のアンケート調査の実施については、実施要領、調査項目を決定し、３月に2011年度生と2009年度生を
対象に実施する予定（一部の学部では既に実施済み）です。また、今年度から学部を個別に訪問して、学部長、部会委員、主
任レベルの教員、さらに事務スタッフに向けて学部別の調査結果を説明するという取組を試行的に行いました。今年度は、生命
医科学部、社会学部、理工学部、文学部と複数学科を抱える学部を中心に訪問させていただきました。学部からも調査の内容
に興味を持っていただき、深く意見交換することができました。実施側としても学部の調査や分析の希望を直接うかがうことがで
き、非常に有意義であったと感じております。来年度も続けて行う予定です。②e-Learningの効果的な利用方法の検討につい
ては3回の部会の時間を使って業者からの情報提供、委員間での情報共有、議論を行いました。現在、本学で利用している
e-Learningシステムを含め３システムの検討を行い、「e-Learningの効果的な利用方法の検討について（報告）」として取り纏
めました。現在利用しているシステムは他システムと比較して遜色のないシステムであることを確認すると同時に、ユーザインタフ
ェースの進化やe-ポートフォリオ等の近年着目されている機能、スマートフォン等の携帯端末への対応等、新しい流れも存在する
ことも確認しました。当初は情報共有をしてもらう勉強会の位置づけで企画していたものですが、やはりツールを利用する前に
「どのような教育を行うのか？」「どのような学生を輩出するのか？」という点がまず重要であり、本学が抱える教育上の問題点や
教育効果向上のために遂行すべきポイント、アンケートから見られる問題点を明らかにし検討すべきであるとの意見も委員から
出されました。これらについては、来年度以降の課題にさせていただきます。
本年度も、委員の先生方には多大なご協力とご尽力をいただき感謝いたします。今後とも引き続きご協力とご検討をお願いし

ます。
（教育効果向上部会長　廣安 知之）

2012年度「実践的FDプログラム」受講者募集について
「キャンパスライフに関するアンケート調査」

調査結果の学部個別報告会について
2011年度のFD支援部会では、教員研修の検討の一環として、既に教壇に立たれている既存教員に対する研修の機会に

ついて検討を行いました。その結果、全国私立大学ＦＤ連携フォーラム※作成の「実践的ＦＤプログラム」の利用を推奨するこ
とを決定し、2012年度に向けて受講希望者を募集することになりました。
「実践的ＦＤプログラム」は、教員が専門分野と教育学の両面から各自の授業を省察できる知識や技能等の修得を目指して
開発されたプログラムで、教育学をはじめとした体系的な内容のオンデマンド講義が公開されており、登録者はコンテンツを
選択して受講することが可能です。
本学専任教職員で受講ご希望の方は、教育開発センター事務室まで、氏名・所属をご連絡ください。受講費用は教育開発

センターが負担します。皆さまの積極的なご利用をお待ちしています。

教育開発センターでは、２００４年度から「キャンパスライ
フに関するアンケート調査」を実施しています。本調査は、毎
年３月下旬の成績通知書交付時に、１年次および３年次終了
時点のすべての学生を対象に行っています。２０１０年度は、
８９０２人（１年次４８５８人：回収率７９.２％、３年次４０４４人：
回収率６９.９％）の学生から回答を得ることができました。
調査結果については、これまで報告書や本レポートでも
紹介してきましたが、新たな試みとして、本年度から各学部
を訪問し、調査目的や結果を直接、教職員に説明する報告会
を実施しています。本調査の調査項目は、入学者の特徴、学
生生活の状況、卒業後の希望進路といった幅広い領域を網
羅していますが、この報告会では、１）学部・学科間比較、２）
学年間比較、３）経年比較という視点から主要な項目につい
て調査結果を読み解きました。これらの点に着目した理由
は、以下に示すとおりです。

１）学部・学科間比較
調査項目を学部・学科別に集計し、比較することで、各学
部・学科の特徴を捉えることが可能となります。報告会で
は、学部が同じでも学科が異なれば、多くの項目で回答
結果に相違が認められることを紹介しました。

２）学年間比較
本調査は質問項目の多くが、１年次調査、３年次調査で共
通となっています。このため、両学年の調査結果を比較

することで、学年進行に伴う学生の学習時間や大学への
適応状況等の変化（成長）を捉えることが可能です。ま
た、授業に対する取組や身につけた知識・技能の変化を
見ることで、各学部・学科のカリキュラム・ポリシーが達成
されているのかを確認するための判断材料とすることも
できます。さらに、２０１１年度調査からは、パネル調査を
全学部で実施するため、「変化（成長）」の内実をより詳細
に検討することができます。

３）経年比較
本調査は、２００４年度から継続的に実施しているため（３
年次調査は２００６年度開始）、調査データの蓄積が進ん
でいます。そこで、各年度の調査結果を比較することで、
回答の安定性や中長期的なトレンドを捉えることが可能
です。また、回答傾向の変化を社会環境の変化と関連さ
せて検討することもできます。例えば、入試制度の改正
を行った年度の前後で、学生の志願理由がどのように変
化したのかを確認することも可能です。

報告会の場では、調査結果に関する感想のほか、質問項
目の改善案や新規質問項目の提案をいただきました。この
取組は来年度以降も継続して実施していく予定ですので、
学部での報告会をご希望の場合は、教育開発センターまで
ご連絡ください。今後も、本調査に対するご理解・ご協力のほ
どよろしくお願いいたします。

※全国私立大学FD連携フォーラムとは…
全国の中規模以上の私立大学がFD分野において連携することを目的として、2008年に発足した組織です。
本学も幹事校として参加しています。

〈「実践的FDプログラム」の概要〉
●本プログラムでは、オンデマンド講義等の受講を通して、大学教員に必要とされる教育力量と職能の育成を目指し
ています。
●オンデマンド講義では、高等教育論や教育方法、授業設計、大学管理運営や心理学等について、幅広い研修内容を
受講することができます。
●新任教員、一般教員、管理職教職員といった対応レベル別に講義を選択して受講することが可能です。
●講義毎に、講義の到達目標が設定され、オンデマンド講義（動画）、資料、レポートが準備されています。

開講期間：2012年５月～2013年３月

http://www.fd-forum.org/fd-forum/index.html
＊詳細は、全国私立大学FD連携フォーラムのホームページをご覧ください。

学習支援・教育開発センター副所長に
就任して
学習支援・教育開発センター副所長
武蔵　勝宏

１．「キャンパスライフに関するアンケート調査」
 の実施及び調査結果の分析

２．「キャンパスライフに関するアンケート調査」
 調査結果の利用促進

３．「キャンパスライフに関するアンケート調査」
 から読み取れる課題の抽出

1.学士課程教育の実質化に向けた検討
 （情報提供、意見交換）

２．教育方法・教材開発費制度の見直し

３．英語版ＦＤハンドブックの作成

４．「大学入学準備講座」の企画

５．ＦＤに関する意識高揚活動の実施

６．ＦＤ講演会・ワークショップの開催

７．学生による授業評価アンケート
 調査実施方法の見直し

FD支援部会 教育効果向上部会

１．ＴＡ研修制度の検討
２．大学院教育充実のための情報提供と意見交換
３．博士課程教育における課題の検討
４．博士前期課程における教育上の課題の洗い出し

大学院教育検討部会

主体的な学びにどう向き合い、
学習成果につなげていくかが求められる
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①インフォダイナーでの学習風景。短焦点のプロジェクターとホワイトボー
ドを活用し、活発なグループワークが行われていました。

②プレゼンテーションコートで開催したワークショップの様子。参加者3～4
人ごとにグループを作り、協同学習に関する知識を深めました。

③グローバルビレッジでの交流。グローバルビレッジでは、多文化交流の接
点となる場として、様々な仕組みを用意しています。今後、ワールドカフェ
等のイベントも実施する予定です。

④留学生への禅文化体験の講義の様子。通常はグループワークエリアに置
いてある畳型の台座をプレゼンテーションコートに移動し、留学生向けの
茶道の実習が行われました。

ＦＤ支援部会

①学生による授業評価アンケート調査の実施と調査方法の見直し
②「大学入学準備講座」の企画
③ＦＤに関する意識高揚活動の実施
④ＦＤ講演会・ワークショップの開催
⑤「キャンパスライフに関するアンケート調査」の実施及び調査結果の分析
⑥「キャンパスライフに関するアンケート調査」調査結果の利用促進

■ 2013年度事業計画

今年度からFD支援部会長をつとめさせていただく山田礼子です。
今年度からは昨年度まで設置されていた教育効果向上部会がFD支援部会の一部として統合

されました。その背景としては、本部会を所管する組織が従来の教育開発センターから学習支援・
教育開発センターへと名称変更したことにも関係しています。そこには、TeachingとLearningは
切り離すことのできないもの、教員と学生の相互作用の結果が「学びの成果」であるという概念が
根本にあります。
現在、学生の主体的な学びを成果につなげるという動きが日本全国で進みつつあります。主体
的な学生の学修へとつなげるためにも、教員の教育への関わりと学生への学習支援を一体的に
考え、支援する方策を検討することが本部会の目的であります。学生の主体的な学びを支援する
環境としての「ラーニング・コモンズ」が開館し、素晴らしい環境が整えられました。こうした環境を効
果的に使い、今後は成果へとつなげていくことが求められます。そのために設置された「学習支援
検討部会」や大学院教育を検討する「大学院教育検討部会」とも連携しながら、本学のTeach-
ing とLearningの向上のために頑張りたいと思います。よろしくご支援のほどお願い申し上げます。山田　礼子

2013年度の設置部会

① ②

③ ④

部会長からのご挨拶

本学の大学院教育充実のために、教学支援体制ならびに学生支援体制の
強化の諸方策を検討することを目的として設置されています。

大学院教育検討部会

①ＴＡ研修制度の検討
②大学院教育充実のための情報提供と意見交換
③大学院生のキャリア形成支援方策の検討

■ 2013年度事業計画

文部科学省は昨年6月に大学改革実行プランを公表しました。同プランでは、大学教育の質的
転換やグローバル化に対応した人材育成、研究力の強化、地域再生の核といった各大学の機能
を自ら定義し、ビジョンを策定することが求められるようになっています。
大学院教育検討部会では、これまでＴＡ制度の充実や学位授与プロセス・博士論文審査ポイ

ントの明確化などに全学的に取り組んできましたが、昨年度からは、修了後の進路に焦点をあて、
大学院生のキャリア形成支援の方策に集中的に取り組むこととしています。本学ではポスドク制
度の活用等によって博士号取得者の教育・研究職への就職に先鞭をつけてきたと言えますが、
博士号取得後ノンリサーチ（非研究職）として就職希望する院生や、博士前期課程修了者のキャ
リア支援については、各研究科の取り組みに依存しており、ＦＤの観点からの組織的な取り組みは
これからです。本学が研究大学として、地域社会やグローバルな環境で活躍できる大学院修了者
を社会に輩出するためには、そのキャリア形成を見据えた全学的な取り組みが欠かせません。
今年度は、キャリアセンターや高等研究教育課とも連携しながら、大学院教育のＦＤ充実に引き
続き取り組んでいきたいと思います。今後とも皆様のご支援、ご協力をお願い申し上げます。武蔵　勝宏

部会長からのご挨拶

今年度から学習支援・教育開発センター所長を拝命いたしました山田礼子でございます。
2012年に公表された中央教育審議会の答申『新たな未来を築くための学士課程教育の質的転換に向けて～生涯学び続

け、主体的に考える力を育成する大学へ～』では、グローバル化の流れのなかで、予測困難な時代に立ち向かい、時代を生き
抜く力を学生が確実に身に付けるための大学教育改革が、学生の人生と日本の未来を確固たるものにするための根幹であ
り、そのために、学士課程教育の質的転換をすすめることが不可欠であるとされています。また、生涯学び続け、主体的に考え
る力を意味する「主体的な学び」は、十分な学修時間を通じて醸成されると認識されています。
本学でも、学生たちの「主体的な学び」を促進する環境を充実させるために、本年度から「ラーニング・コモンズ」が稼働して

います。充実した学びの環境を学生そして教職員がともに活用しながら、主体的な学修環境を実質化するために、学習支援・
教育開発センターも支援をおこなっていきたいと願っています。
さて、今年度から発足した第7期中央教育審議会では、認証評価の方向性として、学習成果重視型への移行と内部質保
証の充実が示されました。認証評価が今までのようなインプット重視からアウトプット重視へと転換し、そのために各大学での内
部質保証の充実が求められるようになります。内部質保証の充実のためには、学生がいかに主体的に学び、同時に教員が学
生の主体的な学びにどう向き合い、学習成果につなげていくかが大学全体として求められるようになってきます。そのために
は、教育成果をエビデンスベースで把握するＩＲ（インスティテューショナル・リサーチ）機能の充実が求められるようになります。
本学でもぜひ、こうした方向性を大学全体として確認しながら、すすめていくようにしたいと考えております。どうかご支援、ご
協力のほどお願いいたします。

表紙の写真について ◎ラーニング・コモンズでの活動風景

column
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学習支援・教育開発センター所長 挨拶

学習支援・教育開発センター副所長 就任挨拶

2012年度事業計画

学習支援・教育開発センター所長　山田  礼子

教育内容・授業方法の改善を推進するとともに、教育効果に関わる全学的
な企画の検討を行うことを目的として設置されています。

このたび、新しく改称された学習支援・教育開発センターの副所長を拝命いたしました。従来の教育開
発センターに「学習支援」の名称が付加された背景には、同志社大学が現下取り組んでいる「今出川校
地と京田辺校地における教学体制の再構築」とそれに伴うラーニング・コモンズの開設や、良心教育を建
学の精神とする同志社大学における教育の全学的な整備、大学教育の質的改革と充実を図るための
透明性をもった教育システムの開発や教育方法の改善といった、全学的に取り組むべき「学習支援」施
策の充実・強化が求められていることにあると考えています。私自身は今年度4月から大学院教育検討部
会の部会長を務めておりますが、大学院生にとっても、この学習支援施策の展開による学修環境の改善
は彼ら彼女らの自らの研究やティーチング能力の醸成にとっても大きなプラスになることと考えています。た
とえば、再編後のいずれの校地においても、ゼミナールを中心とした専門教育や、実験・実習、フィールドワ
ークが重視され、課題探究・解決型の学習に学生が主体的に取り組むことが期待されています。そうした
学生の主体的な学びを支援する場として開設されるラーニング・コモンズでは、授業の発表準備やレポー
ト作成などのグループ学習、留学生や社会人学生との交流の機会も格段に増えることになると思います。
大学院生には、ラーニング・コモンズにおいて、情報検索やライティング、プレゼン技法といった学部生の学
習スキルを支援するスタッフとしての役割も期待されています。
2013年度の再編後、今出川校地は、文系学部の教育拠点および専門職大学院や独立研究科等を中
心とする高度専門職業人養成の拠点となり、一方で、京田辺校地は、理工系と文理融合学部が集積し、
「身体・生命、先端技術、情報」に関しての国際的先端研究拠点となることがうたわれています。両校地と
も、国際主義を掲げる同志社大学にふさわしい、海外からの優れた留学生や研究者が集う国際的なキャ
ンパスとなることでしょう。そうした新たな展開の中で、学習支援・教育開発センターは、教員の教育力の向
上と学生の学習を支援するというダブル・ミッションを果たす、全学の改革のエンジンとなることが期待され
ています。こうした明確なミッションのもとで、センターの活動を支える一員として副所長の職務に微力を尽
くしていきたいと念じているところです。

FD支援部会 活動報告FD支援部会 活動報告
Center for Faculty Development

教育効果向上部会 活動報告教育効果向上部会 活動報告
Center for Faculty Development

今年度の本部会の事業計画は、①教員研修の検討、②「大学入学準備講座」の企画、③ＦＤに関する意識高揚活動の実
施、④ＦＤ講演会・ワークショップの開催、⑤ＦＤハンドブックの充実、⑥教育方法・教材開発費制度の見直し、⑦学生の自発的
学修促進のための取組の検討、という７項目を挙げました。
このうち②の「大学入学準備講座」は今年も多くの高校生が参加してくれて、高校側にとっても年間行事として定着してきた
ように思います。来年度は、キャンパス整備のため教室事情が逼迫していることもあって、開講科目数の絞込みによって若干ス
リム化しようと計画を練り直しています。また④の講演会としては、７月に帝京大学の土持ゲーリー法一先生をお迎えし、教育改
革の実践をご紹介いただきました。年明けの１月には、立命館大学の米山裕先生に大学院のキャリアパス推進施策について、
また株式会社アカリクの長井裕樹取締役から大学院のキャリア教育について、それぞれ事例を交えてお話しいただきました。
いずれの講演会も盛況で、ＦＤを活性化する良い刺激になったと考えています。⑤のＦＤハンドブックについては、昨年度Web
上での公開のみであったものを印刷物として発行することができました。読みやすい冊子という形になったことで、より多くの教
員の皆さんの手に取っていただけることと思います。急速に国際化する教員組織を念頭に、次年度は英語版を作成しようと現
在準備を進めています。⑥の教育方法・教材開発費制度の見直しについては、従来の予算枠を再検討し、学部単位での申請
には多めの予算を振り分け、一層充実した開発をしてもらえるようにしました。次年度からは出来上がった教材に対する評価
方法の検討も視野に入れ、成果をどのように学生に還元していくかについて精査していく予定です。⑦学生の自発的学修促
進のための取組の検討では、大学が進めているラーニング・コモンズ計画について、より多くの教職員に構想を理解していただ
くため、CFD report Vol.15で「ラーニング・コモンズ特集」を組みました。国内外の大学におけるラーニング・コモンズの先進例
を知っていただく機会になったのではないかと考えています。来年度は、計画がいよいよ具体化していきますので、より詳細な紹
介をしていきたいと思います。他の項目においても、委員の皆さんから貴重な意見をいただき、事業計画を推進できたことを確
信しています。委員の皆様のご協力に心より感謝致します。

（ＦＤ支援部会長　勝山 貴之）

今年度の本部会では、①「キャンパスライフに関するアンケート調査」の実施及び調査結果の分析と②e-Learningの効果的
な利用方法の検討についての２点を事業計画として挙げました。
①「キャンパスライフに関するアンケート調査」の実施及び調査結果の分析については、2010年度実施分について専門調査
員を中心に調査結果の集計と分析を行い、「2010年度『キャンパスライフに関するアンケート調査』調査結果報告書」の作成が
完了しました。2011年度のアンケート調査の実施については、実施要領、調査項目を決定し、３月に2011年度生と2009年度生を
対象に実施する予定（一部の学部では既に実施済み）です。また、今年度から学部を個別に訪問して、学部長、部会委員、主
任レベルの教員、さらに事務スタッフに向けて学部別の調査結果を説明するという取組を試行的に行いました。今年度は、生命
医科学部、社会学部、理工学部、文学部と複数学科を抱える学部を中心に訪問させていただきました。学部からも調査の内容
に興味を持っていただき、深く意見交換することができました。実施側としても学部の調査や分析の希望を直接うかがうことがで
き、非常に有意義であったと感じております。来年度も続けて行う予定です。②e-Learningの効果的な利用方法の検討につい
ては3回の部会の時間を使って業者からの情報提供、委員間での情報共有、議論を行いました。現在、本学で利用している
e-Learningシステムを含め３システムの検討を行い、「e-Learningの効果的な利用方法の検討について（報告）」として取り纏
めました。現在利用しているシステムは他システムと比較して遜色のないシステムであることを確認すると同時に、ユーザインタフ
ェースの進化やe-ポートフォリオ等の近年着目されている機能、スマートフォン等の携帯端末への対応等、新しい流れも存在する
ことも確認しました。当初は情報共有をしてもらう勉強会の位置づけで企画していたものですが、やはりツールを利用する前に
「どのような教育を行うのか？」「どのような学生を輩出するのか？」という点がまず重要であり、本学が抱える教育上の問題点や
教育効果向上のために遂行すべきポイント、アンケートから見られる問題点を明らかにし検討すべきであるとの意見も委員から
出されました。これらについては、来年度以降の課題にさせていただきます。
本年度も、委員の先生方には多大なご協力とご尽力をいただき感謝いたします。今後とも引き続きご協力とご検討をお願いし

ます。
（教育効果向上部会長　廣安 知之）

2012年度「実践的FDプログラム」受講者募集について
「キャンパスライフに関するアンケート調査」

調査結果の学部個別報告会について
2011年度のFD支援部会では、教員研修の検討の一環として、既に教壇に立たれている既存教員に対する研修の機会に

ついて検討を行いました。その結果、全国私立大学ＦＤ連携フォーラム※作成の「実践的ＦＤプログラム」の利用を推奨するこ
とを決定し、2012年度に向けて受講希望者を募集することになりました。
「実践的ＦＤプログラム」は、教員が専門分野と教育学の両面から各自の授業を省察できる知識や技能等の修得を目指して
開発されたプログラムで、教育学をはじめとした体系的な内容のオンデマンド講義が公開されており、登録者はコンテンツを
選択して受講することが可能です。
本学専任教職員で受講ご希望の方は、教育開発センター事務室まで、氏名・所属をご連絡ください。受講費用は教育開発

センターが負担します。皆さまの積極的なご利用をお待ちしています。

教育開発センターでは、２００４年度から「キャンパスライ
フに関するアンケート調査」を実施しています。本調査は、毎
年３月下旬の成績通知書交付時に、１年次および３年次終了
時点のすべての学生を対象に行っています。２０１０年度は、
８９０２人（１年次４８５８人：回収率７９.２％、３年次４０４４人：
回収率６９.９％）の学生から回答を得ることができました。
調査結果については、これまで報告書や本レポートでも
紹介してきましたが、新たな試みとして、本年度から各学部
を訪問し、調査目的や結果を直接、教職員に説明する報告会
を実施しています。本調査の調査項目は、入学者の特徴、学
生生活の状況、卒業後の希望進路といった幅広い領域を網
羅していますが、この報告会では、１）学部・学科間比較、２）
学年間比較、３）経年比較という視点から主要な項目につい
て調査結果を読み解きました。これらの点に着目した理由
は、以下に示すとおりです。

１）学部・学科間比較
調査項目を学部・学科別に集計し、比較することで、各学
部・学科の特徴を捉えることが可能となります。報告会で
は、学部が同じでも学科が異なれば、多くの項目で回答
結果に相違が認められることを紹介しました。

２）学年間比較
本調査は質問項目の多くが、１年次調査、３年次調査で共
通となっています。このため、両学年の調査結果を比較

することで、学年進行に伴う学生の学習時間や大学への
適応状況等の変化（成長）を捉えることが可能です。ま
た、授業に対する取組や身につけた知識・技能の変化を
見ることで、各学部・学科のカリキュラム・ポリシーが達成
されているのかを確認するための判断材料とすることも
できます。さらに、２０１１年度調査からは、パネル調査を
全学部で実施するため、「変化（成長）」の内実をより詳細
に検討することができます。

３）経年比較
本調査は、２００４年度から継続的に実施しているため（３
年次調査は２００６年度開始）、調査データの蓄積が進ん
でいます。そこで、各年度の調査結果を比較することで、
回答の安定性や中長期的なトレンドを捉えることが可能
です。また、回答傾向の変化を社会環境の変化と関連さ
せて検討することもできます。例えば、入試制度の改正
を行った年度の前後で、学生の志願理由がどのように変
化したのかを確認することも可能です。

報告会の場では、調査結果に関する感想のほか、質問項
目の改善案や新規質問項目の提案をいただきました。この
取組は来年度以降も継続して実施していく予定ですので、
学部での報告会をご希望の場合は、教育開発センターまで
ご連絡ください。今後も、本調査に対するご理解・ご協力のほ
どよろしくお願いいたします。

※全国私立大学FD連携フォーラムとは…
全国の中規模以上の私立大学がFD分野において連携することを目的として、2008年に発足した組織です。
本学も幹事校として参加しています。

〈「実践的FDプログラム」の概要〉
●本プログラムでは、オンデマンド講義等の受講を通して、大学教員に必要とされる教育力量と職能の育成を目指し
ています。
●オンデマンド講義では、高等教育論や教育方法、授業設計、大学管理運営や心理学等について、幅広い研修内容を
受講することができます。
●新任教員、一般教員、管理職教職員といった対応レベル別に講義を選択して受講することが可能です。
●講義毎に、講義の到達目標が設定され、オンデマンド講義（動画）、資料、レポートが準備されています。

開講期間：2012年５月～2013年３月

http://www.fd-forum.org/fd-forum/index.html
＊詳細は、全国私立大学FD連携フォーラムのホームページをご覧ください。

学習支援・教育開発センター副所長に
就任して
学習支援・教育開発センター副所長
武蔵　勝宏

１．「キャンパスライフに関するアンケート調査」
 の実施及び調査結果の分析

２．「キャンパスライフに関するアンケート調査」
 調査結果の利用促進

３．「キャンパスライフに関するアンケート調査」
 から読み取れる課題の抽出

1.学士課程教育の実質化に向けた検討
 （情報提供、意見交換）

２．教育方法・教材開発費制度の見直し

３．英語版ＦＤハンドブックの作成

４．「大学入学準備講座」の企画

５．ＦＤに関する意識高揚活動の実施

６．ＦＤ講演会・ワークショップの開催

７．学生による授業評価アンケート
 調査実施方法の見直し

FD支援部会 教育効果向上部会

１．ＴＡ研修制度の検討
２．大学院教育充実のための情報提供と意見交換
３．博士課程教育における課題の検討
４．博士前期課程における教育上の課題の洗い出し

大学院教育検討部会

主体的な学びにどう向き合い、
学習成果につなげていくかが求められる
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①インフォダイナーでの学習風景。短焦点のプロジェクターとホワイトボー
ドを活用し、活発なグループワークが行われていました。

②プレゼンテーションコートで開催したワークショップの様子。参加者3～4
人ごとにグループを作り、協同学習に関する知識を深めました。

③グローバルビレッジでの交流。グローバルビレッジでは、多文化交流の接
点となる場として、様々な仕組みを用意しています。今後、ワールドカフェ
等のイベントも実施する予定です。

④留学生への禅文化体験の講義の様子。通常はグループワークエリアに置
いてある畳型の台座をプレゼンテーションコートに移動し、留学生向けの
茶道の実習が行われました。

ＦＤ支援部会

①学生による授業評価アンケート調査の実施と調査方法の見直し
②「大学入学準備講座」の企画
③ＦＤに関する意識高揚活動の実施
④ＦＤ講演会・ワークショップの開催
⑤「キャンパスライフに関するアンケート調査」の実施及び調査結果の分析
⑥「キャンパスライフに関するアンケート調査」調査結果の利用促進

■ 2013年度事業計画

今年度からFD支援部会長をつとめさせていただく山田礼子です。
今年度からは昨年度まで設置されていた教育効果向上部会がFD支援部会の一部として統合

されました。その背景としては、本部会を所管する組織が従来の教育開発センターから学習支援・
教育開発センターへと名称変更したことにも関係しています。そこには、TeachingとLearningは
切り離すことのできないもの、教員と学生の相互作用の結果が「学びの成果」であるという概念が
根本にあります。
現在、学生の主体的な学びを成果につなげるという動きが日本全国で進みつつあります。主体
的な学生の学修へとつなげるためにも、教員の教育への関わりと学生への学習支援を一体的に
考え、支援する方策を検討することが本部会の目的であります。学生の主体的な学びを支援する
環境としての「ラーニング・コモンズ」が開館し、素晴らしい環境が整えられました。こうした環境を効
果的に使い、今後は成果へとつなげていくことが求められます。そのために設置された「学習支援
検討部会」や大学院教育を検討する「大学院教育検討部会」とも連携しながら、本学のTeach-
ing とLearningの向上のために頑張りたいと思います。よろしくご支援のほどお願い申し上げます。山田　礼子

2013年度の設置部会

① ②

③ ④

部会長からのご挨拶

本学の大学院教育充実のために、教学支援体制ならびに学生支援体制の
強化の諸方策を検討することを目的として設置されています。

大学院教育検討部会

①ＴＡ研修制度の検討
②大学院教育充実のための情報提供と意見交換
③大学院生のキャリア形成支援方策の検討

■ 2013年度事業計画

文部科学省は昨年6月に大学改革実行プランを公表しました。同プランでは、大学教育の質的
転換やグローバル化に対応した人材育成、研究力の強化、地域再生の核といった各大学の機能
を自ら定義し、ビジョンを策定することが求められるようになっています。
大学院教育検討部会では、これまでＴＡ制度の充実や学位授与プロセス・博士論文審査ポイ

ントの明確化などに全学的に取り組んできましたが、昨年度からは、修了後の進路に焦点をあて、
大学院生のキャリア形成支援の方策に集中的に取り組むこととしています。本学ではポスドク制
度の活用等によって博士号取得者の教育・研究職への就職に先鞭をつけてきたと言えますが、
博士号取得後ノンリサーチ（非研究職）として就職希望する院生や、博士前期課程修了者のキャ
リア支援については、各研究科の取り組みに依存しており、ＦＤの観点からの組織的な取り組みは
これからです。本学が研究大学として、地域社会やグローバルな環境で活躍できる大学院修了者
を社会に輩出するためには、そのキャリア形成を見据えた全学的な取り組みが欠かせません。
今年度は、キャリアセンターや高等研究教育課とも連携しながら、大学院教育のＦＤ充実に引き
続き取り組んでいきたいと思います。今後とも皆様のご支援、ご協力をお願い申し上げます。武蔵　勝宏

部会長からのご挨拶

今年度から学習支援・教育開発センター所長を拝命いたしました山田礼子でございます。
2012年に公表された中央教育審議会の答申『新たな未来を築くための学士課程教育の質的転換に向けて～生涯学び続

け、主体的に考える力を育成する大学へ～』では、グローバル化の流れのなかで、予測困難な時代に立ち向かい、時代を生き
抜く力を学生が確実に身に付けるための大学教育改革が、学生の人生と日本の未来を確固たるものにするための根幹であ
り、そのために、学士課程教育の質的転換をすすめることが不可欠であるとされています。また、生涯学び続け、主体的に考え
る力を意味する「主体的な学び」は、十分な学修時間を通じて醸成されると認識されています。
本学でも、学生たちの「主体的な学び」を促進する環境を充実させるために、本年度から「ラーニング・コモンズ」が稼働して

います。充実した学びの環境を学生そして教職員がともに活用しながら、主体的な学修環境を実質化するために、学習支援・
教育開発センターも支援をおこなっていきたいと願っています。
さて、今年度から発足した第7期中央教育審議会では、認証評価の方向性として、学習成果重視型への移行と内部質保
証の充実が示されました。認証評価が今までのようなインプット重視からアウトプット重視へと転換し、そのために各大学での内
部質保証の充実が求められるようになります。内部質保証の充実のためには、学生がいかに主体的に学び、同時に教員が学
生の主体的な学びにどう向き合い、学習成果につなげていくかが大学全体として求められるようになってきます。そのために
は、教育成果をエビデンスベースで把握するＩＲ（インスティテューショナル・リサーチ）機能の充実が求められるようになります。
本学でもぜひ、こうした方向性を大学全体として確認しながら、すすめていくようにしたいと考えております。どうかご支援、ご
協力のほどお願いいたします。

表紙の写真について ◎ラーニング・コモンズでの活動風景

column
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アメリカの大学院への留学、18年の大学における教育経験をもとに、学
生の皆さんが、わかる、できる、楽しいからもっと学びたいと、知らず知らず
に学びをステップ・アップできるようにサポートします。ひとりひとりのニー
ズに合わせて、アカデミックサポートエリアで、みなさんの主体的な学びを
推進していきます。学びに「LEAN IN（一歩踏み出す）」お手伝いができれ
ば、うれしい限りです。

清水  亮 （しみず  りょう）

このコーナーでは、各学部・研究科・センターにおけるFD活動の報告を順次掲載しています。

アカデミック・インストラクター紹介
良心館ラーニング・コモンズには、学生の学習相談や各種学習イベントの企画・実施等を
行うアカデミック・インストラクターが常駐しています。
2013年4月に着任した3名のアカデミック・インストラクターをご紹介します。

得意分野
国際関係論／多文化コミュニケーション／高等教育論 

専門は図書館情報学です。これまでは主に本の分類や情報探索の方法
など、図書館員になるための知識を教壇で教えていました。このノウハウ
が本学のラーニング・コモンズで活かせると考えています。たとえば現在、
Google検索だけで資料探索を済ませてしまう学生が多くいますが、それ
だけではもちろんレポートや論文にはなりません。アカデミックスキルの
基礎を学生に習得してもらえるよう頑張ります。

得意分野
情報探索／コンピュータ関係／図書館情報学を背景とした学際分野

良心館ラーニング・コモンズには、毎日平均3,500名の学生が訪れ、勉
強しています。その中で、我々の常駐するアカデミックサポートエリアに自
身の課題の「正解」を求めてくる学生も少なくありません。そのような学生
には、「あなたの意見は？」と問いかけることから指導が始まります。ここで
は方法論をアドバイスするのはもちろんですが、学生自身が自分なりの答
えを導き出せるような、能動的学習の手助けをしていきたいと思います。

得意分野
レポート作成法／思考ツール／その他、基礎的な学習スキル

岡部  晋典 （おかべ  ゆ
きのり）

鈴木  夕佳 （すずき  ゆう
か）
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ラーニング・コモンズ３階のアカデミックサポートエリアでは、アカデ
ミック・インストラクターが学生の学習相談に乗っています。
開設した４月から８月末までの間に、延べ406名の学生から約600件の
相談を受け、特にレポートの書き方に関する質問が多く寄せられています。

7月18日18時30分より、講師に安永悟氏（日本協同
教育学会理事・初代会長／久留米大学教授）をお招き
し、ラーニング・コモンズ２階のプレゼンテーションコート
において、協同学習に関するワークショップ「後輩をサポ
ートしたいあなたに～知らないうちに、学びを最大化で
きる協同学習とピアサポートへの誘い」を開催しました。
約30名の学生・教職員が参加し、協同学習の考え方・
進め方と活動性を高めるグループづくりを理解すること
を目的として、様々なグループワークを交えながら、約2
時間のワークショップを行いました。秋学期にも同様の
ワークショップの開催を予定しています。

本学における学習支援活動や学習支援環境（ラーニング・コモンズ等）の
運営方法を検討することを目的として設置されています。

学習支援検討部会

ラーニング・コモンズ運営状況

①ラーニング・コモンズの運営に関わる検討
②学習支援充実のための情報提供と意見交換

■ 2013年度事業計画

今年４月、今出川校地良心館にラーニング・コモンズが開設されました。国内最大級の授業外
学習施設として、政府や高等教育機関からの熱い注目を浴び、国内は言うに及ばず海外からも見
学者が絶えません。平日約3,500名の利用者がさまざまな学習活動を活発に展開しています。
しかし、施設を作ればそれで十分、というわけではありません。この恵まれた学習環境を活かし、
学生諸君が大学での学習の面白さを実感するとともに充実した学習体験を得るにはどのような
支援プログラムが必要になるのか。さらに今後予定される新たな学習環境を効果的に運営するには
どうすればよいのか。こういった課題に常に向き合っていかねばなりません。
そのために、今年度より学習支援検討部会が設置されました。部会では、具体的で前向きな提
案や意見が委員から出され、多方面にわたる熱心な議論が重ねられています。諸課題への対応が
着実に進み、質の高い「学びのコミュニティ」が同志社大学に早期に形成されるものと確信できる
緊張感がみなぎっています。
本学の学生諸君がひとりの人間として大きく成長するために、各キャンパスそれぞれの特徴に
応じた学習支援のあり方、学習環境の整備を検討してまいりますので、皆様のご協力とご支援を
心よりお願い申し上げます。

百合野　正博

部会長からのご挨拶

■ 学習相談 ■ 協同学習ワークショップ

2013年４月に開設したラーニング・コモンズの
運営状況についてご紹介します。

ラーニング・コモンズの最新情報は以下のURLよりご参照ください。

http://www.doshisha.ac.jp/research/lc/lc.htmlラーニング・コモンズのページ
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アメリカの大学院への留学、18年の大学における教育経験をもとに、学
生の皆さんが、わかる、できる、楽しいからもっと学びたいと、知らず知らず
に学びをステップ・アップできるようにサポートします。ひとりひとりのニー
ズに合わせて、アカデミックサポートエリアで、みなさんの主体的な学びを
推進していきます。学びに「LEAN IN（一歩踏み出す）」お手伝いができれ
ば、うれしい限りです。

清水  亮 （しみず  りょう）

このコーナーでは、各学部・研究科・センターにおけるFD活動の報告を順次掲載しています。

アカデミック・インストラクター紹介
良心館ラーニング・コモンズには、学生の学習相談や各種学習イベントの企画・実施等を
行うアカデミック・インストラクターが常駐しています。
2013年4月に着任した3名のアカデミック・インストラクターをご紹介します。

得意分野
国際関係論／多文化コミュニケーション／高等教育論 

専門は図書館情報学です。これまでは主に本の分類や情報探索の方法
など、図書館員になるための知識を教壇で教えていました。このノウハウ
が本学のラーニング・コモンズで活かせると考えています。たとえば現在、
Google検索だけで資料探索を済ませてしまう学生が多くいますが、それ
だけではもちろんレポートや論文にはなりません。アカデミックスキルの
基礎を学生に習得してもらえるよう頑張ります。

得意分野
情報探索／コンピュータ関係／図書館情報学を背景とした学際分野

良心館ラーニング・コモンズには、毎日平均3,500名の学生が訪れ、勉
強しています。その中で、我々の常駐するアカデミックサポートエリアに自
身の課題の「正解」を求めてくる学生も少なくありません。そのような学生
には、「あなたの意見は？」と問いかけることから指導が始まります。ここで
は方法論をアドバイスするのはもちろんですが、学生自身が自分なりの答
えを導き出せるような、能動的学習の手助けをしていきたいと思います。

得意分野
レポート作成法／思考ツール／その他、基礎的な学習スキル

岡部  晋典 （おかべ  ゆ
きのり）

鈴木  夕佳 （すずき  ゆう
か）

4 2013.10. Vol.19 5

ラーニング・コモンズ３階のアカデミックサポートエリアでは、アカデ
ミック・インストラクターが学生の学習相談に乗っています。
開設した４月から８月末までの間に、延べ406名の学生から約600件の
相談を受け、特にレポートの書き方に関する質問が多く寄せられています。

7月18日18時30分より、講師に安永悟氏（日本協同
教育学会理事・初代会長／久留米大学教授）をお招き
し、ラーニング・コモンズ２階のプレゼンテーションコート
において、協同学習に関するワークショップ「後輩をサポ
ートしたいあなたに～知らないうちに、学びを最大化で
きる協同学習とピアサポートへの誘い」を開催しました。
約30名の学生・教職員が参加し、協同学習の考え方・
進め方と活動性を高めるグループづくりを理解すること
を目的として、様々なグループワークを交えながら、約2
時間のワークショップを行いました。秋学期にも同様の
ワークショップの開催を予定しています。

本学における学習支援活動や学習支援環境（ラーニング・コモンズ等）の
運営方法を検討することを目的として設置されています。

学習支援検討部会

ラーニング・コモンズ運営状況

①ラーニング・コモンズの運営に関わる検討
②学習支援充実のための情報提供と意見交換

■ 2013年度事業計画

今年４月、今出川校地良心館にラーニング・コモンズが開設されました。国内最大級の授業外
学習施設として、政府や高等教育機関からの熱い注目を浴び、国内は言うに及ばず海外からも見
学者が絶えません。平日約3,500名の利用者がさまざまな学習活動を活発に展開しています。
しかし、施設を作ればそれで十分、というわけではありません。この恵まれた学習環境を活かし、
学生諸君が大学での学習の面白さを実感するとともに充実した学習体験を得るにはどのような
支援プログラムが必要になるのか。さらに今後予定される新たな学習環境を効果的に運営するには
どうすればよいのか。こういった課題に常に向き合っていかねばなりません。
そのために、今年度より学習支援検討部会が設置されました。部会では、具体的で前向きな提
案や意見が委員から出され、多方面にわたる熱心な議論が重ねられています。諸課題への対応が
着実に進み、質の高い「学びのコミュニティ」が同志社大学に早期に形成されるものと確信できる
緊張感がみなぎっています。
本学の学生諸君がひとりの人間として大きく成長するために、各キャンパスそれぞれの特徴に
応じた学習支援のあり方、学習環境の整備を検討してまいりますので、皆様のご協力とご支援を
心よりお願い申し上げます。

百合野　正博

部会長からのご挨拶

■ 学習相談 ■ 協同学習ワークショップ

2013年４月に開設したラーニング・コモンズの
運営状況についてご紹介します。

ラーニング・コモンズの最新情報は以下のURLよりご参照ください。

http://www.doshisha.ac.jp/research/lc/lc.htmlラーニング・コモンズのページ
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　政策学部は従来の少人数教育と教員の自己評価

の原則をふまえながらも、いくつか大きな改革を行っ

てきた。具体的にはＦＤ活動の強化にあわせた具体

的方策の導入（シラバスにおける成績評価基準等の

明示・複数回試験等）、大学院総合政策科学研究科と

の連携、同志社大学全体で強化してきた教育理念の

ひとつ国際化にあわせたカリキュラム目標の見直し

である。国際化専修コースの設立（2011年）、海外

活動を伴う正課科目の創設とその履修支援（2013

年）、同志社大学外国協定大学派遣留学支援であり、

これらは「国際化」のポリシーを実現する政策学部の

試みである。この試みや見直しは従来ＦＤ活動の一

環として行ってきたアンケートにおいて得られた学

生の希望、父母懇談会での意見を参考に進めてきた

ものであり、今後もＦＤ活動を通じて得られた知見を

フィードバックしてさまざまな施策を検討していくつ

もりである。

山谷　清志◎政策学部

科学技術は国や言語の垣根を越えて発展している。

理工学部・理工学研究科は、教育面においては国際舞

台でも活躍できる技術者や研究者を育成することを、

研究面においては世界的な研究開発成果を生み出す

ことを目指している。これまでに、ヨーロッパの複数の

科学技術分野のエリート校と学部（研究科）間協定を

結び、学生の交換留学を行ってきた。ダブルディグリ

ー制度を利用して、フランスのグランゼコールと本学

の両方の学位（修士）を取得する学生もいる。また、韓

国の全南大学校工学部とはインターセミナーをほぼ

毎年開催している。このセミナーは、教員の交流を主

目的の一つとしており、ＦＤ活動としても重要である。

このような実績や経験に基づき、2010年には、生命

医科学研究科と協力して「国際科学技術コース」を

設置し、さらに2013年度には、グローバル・スタディ

ーズ研究科および他連携研究科と協同で前期・後期

課程一貫の教育プログラム「グローバル・リソース・マ

ネッジメント」を開始するに至っている。

文化情報学部では、先日「アカデミック・ハラスメント防

止研修会」を開催した。講師は、奈良県立医科大学 女

性研究者支援センターの御輿（おごし）久美子 氏に来

校いただき、多くの学部教員が参加のうえ，ハラスメン

ト防止について理解を深めた。まず、アカデミック・ハラ

スメントの定義や、マスコミ報道における他大学での

事例が紹介され、続いて注意点や防止策についての

質疑応答や意見交換がなされた。

昨今、初・中等教育における様々な学習環境で育った

入学者に対して、従来のような画一的な大学の授業

内容では、十分な教育効果を発揮できなくなったが、

卒業研究などの直接的・対面的な指導においても同

様のことが言えよう。高等教育において、十分に彼ら

の潜在能力を引出し、個々の性格に応じた適切な対

応を実現させるため、この研修会に参加した教員は、

認識を新たにした。今後も、様々なハラスメント防止

について理解を深めていくため、このような研修会の

開催を継続して検討する予定である。

田口　哲也文化情報学部

馬場　吉弘理工学部

このコーナーでは、各学部・研究科・センターにおけるＦＤ活動の報告を順次掲載していきます。

2011年度の大学院教育検討部会では、上記の項目案を叩き台として、各研究科での「博士論文審査のポイント」の明示の可
否について検討を行いました。現在、各研究科で明示に向けた検討作業が進められています。

●難しい部分もありましたが、大学進学を考える上で「大
学で勉強したい」と、より強く思うようになり、刺激を受
けました。これを励みに高校生活も充実させて、大学進
学に臨みたいと思います。
●高校での授業とは全然違っていて、大学では自主的に勉
強することが大事なんだなと感じました。
●理系か文系かとても迷っているのですが、理系でも文系
の要素もある分野もあるんだと分かって進路選択の役
に立ちました。
●授業のレベルが高かったので私はあまり理解する事が
できなかったが、自分の進路の参考になった。
●大学の講義がどういったものか今まで全く知らなくて、
むしろつまらないものというイメージを持っていたけれ
ど、今日の講義を受けて案外つまらないものではないん
だなぁと思いました。高校の授業で、興味のないことま
で強制的に授業を受けているより、大学で自分が知りた
いことを探すことの方が楽しそうだと思いました。これ
からの学部選びのための良い参考となってよかったで
す。
●今まで受けてきた、どの授業にも当てはまらず、初めて
やる内容だったのでとても難しかったです。
●実際90分受けてみて、やっぱり長かったです。講義を受
けて、しっかり大学について考えようと思いました。
●大学ってどんな勉強をするのか分かっていなかったけれ
ど、この講座で大体分かったと思います。今、勉強にやる気

2012年度「大学入学準備講座」開催報告

授業科目に適切な番号を付し分類することで、学修の段階や順序等を表し、教育課程の体系性を明示する「ナンバリング制
度」の導入は、本学において取り組むべき喫緊の課題です。
そこで今回の講演会では、中央教育審議会委員の川嶋太津夫先生にお越しいただき、ナンバリング制度と学士課程教育の質
保証との関連、アメリカおよび日本での導入事例、留意すべき課題等についてご講演いただきました。当日は学内外から100
名を超える参加があり、質疑応答では、国際通用性のあるツールとして活用する際の留意点や分類の困難さ等について多くの
質問が寄せられ、活発な意見交換が行われました。
講演会に参加できなかった方には、学習支援・教育開発センター事務室に当日の配付資料を用意していますので、適宜閲覧し

てください。また、学内教職員の方は「教職員のページ」からも動画・資料をご覧いただけます。

●アメリカ、日本の大学の具体例をあげながら説明していただき、わかりやすかった。
ナンバリングを導入した後の課題にどう取り組むかが重要である。

●ナンバリングの目的・概要についてある程度理解できた。作業に入る第一歩として
大変参考になった。

●ナンバリングの目的・教育課程の体系化をする必要性が具体的に理解でき、非常
に有意義でした。

●ナンバリングの効果、意義がよくわかった。同時に、これを活かすためには教学の
マネジメント、教員の意識改革がポイントだと感じた。

学習支援・教育開発センターＦＤ講演会

７月３０日１８時３０分より、国際化推進室との共催でＦＤ講演会を開催しました。

2013年度新任教員研修会・ＴＡ研修会
今年度の新任教員研修会を４月２日に、ＴＡ研修会を４月４日・５日・８日に開催しました。各研修会の資料・動画を
下記のページで公開していますので、ぜひご覧ください。

教育の組織化、教育課程の体系化・可視化による質保証　―コース・ナンバリングの意味と意義―

川嶋  太津夫 氏 （神戸大学 大学教育推進機構教授 / 中央教育審議会 大学分科会大学教育部会委員）

今出川キャンパス 寧静館会議室
京田辺キャンパス ラウンジ棟207会議室（※テレビ会議システムによる配信）

内　容

テーマ

会　場

今年度は62名の参加がありました。

◎新任教員研修会の様子 ◎ＴＡ研修会の様子

３日間の開催で合計559名の参加がありました。

　文化情報学部では、先日「アカデミック・ハラスメント

防止研修会」を開催した。講師は、奈良県立医科大学 

女性研究者支援センターの御輿（おごし）久美子 氏に

来校いただき、多くの学部教員が参加のうえ、ハラス

メント防止について理解を深めた。まず、アカデミック・

ハラスメントの定義や、マスコミ報道における他大学

での事例が紹介され、続いて注意点や防止策につい

ての質疑応答や意見交換がなされた。

　昨今、初・中等教育における様々な学習環境で育っ

た入学者に対して、従来のような画一的な大学の授

業内容では、十分な教育効果を発揮できなくなった

が、卒業研究などの直接的・対面的な指導においても

同様のことが言えよう。高等教育において、十分に彼

らの潜在能力を引出し、個々の性格に応じた適切な対

応を実現させるため、この研修会に参加した教員は、

認識を新たにした。今後も、様々なハラスメント防止

について理解を深めていくため、このような研修会の

開催を継続して検討する予定である。

田口　哲也◎文化情報学部

　科学技術は国や言語の垣根を越えて発展してい

る。理工学部・理工学研究科は、教育面においては国

際舞台でも活躍できる技術者や研究者を育成するこ

とを、研究面においては世界的な研究開発成果を生

み出すことを目指している。これまでに、ヨーロッパの

複数の科学技術分野のエリート校と学部（研究科）間

協定を結び、学生の交換留学を行ってきた。ダブルデ

ィグリー制度を利用して、フランスのグランゼコール

と本学の両方の学位（修士）を取得する学生もいる。

また、韓国の全南大学校工学部とはインターセミナ

ーをほぼ毎年開催している。このセミナーは、教員の

交流を主目的の一つとしており、ＦＤ活動としても重

要である。このような実績や経験に基づき、2010年

には、生命医科学研究科と協力して「国際科学技術コ

ース」を設置し、さらに2013年度には、グローバル・

スタディーズ研究科および他連携研究科と協同で前

期・後期課程一貫の教育プログラム「グローバル・リソ

ース・マネッジメント」を開始するに至っている。

馬場　𠮷弘◎理工学部

「教職員のページ」（本学教職員のみ閲覧可能）新任教員研修会 http://clf.doshisha.ac.jp/ta/ta.htmlＴＡ研修会

参加者の声

各学部・研究科・センターFD活動報告

　文化情報学部では、先日「アカデミック・ハラスメント

防止研修会」を開催した。講師は、奈良県立医科大学 

女性研究者支援センターの御輿（おごし）久美子氏に

来校いただき、多くの学部教員が参加のうえ、ハラスメ

ント防止について理解を深めた。まず、アカデミック・ハ

ラスメントの定義や、マスコミ報道における他大学で

の事例が紹介され、続いて注意点や防止策についての

質疑応答や意見交換がなされた。

　昨今、初・中等教育における様々な学習環境で育った

入学者に対して、従来のような画一的な大学の授業

内容では、十分な教育効果を発揮できなくなったが、

卒業研究などの直接的・対面的な指導においても同

様のことが言えよう。高等教育において、十分に彼ら

の潜在能力を引出し、個々の性格に応じた適切な対

応を実現させるため、この研修会に参加した教員は、

認識を新たにした。今後も、様々なハラスメント防止

について理解を深めていくため、このような研修会の

開催を継続して検討する予定である。

　文化情報学部では、先日「アカデミック・ハラスメント

防止研修会」を開催した。講師は、奈良県立医科大学 女

性研究者支援センターの御輿（おごし）久美子 氏に来校

いただき、多くの学部教員が参加のうえ、ハラスメント

防止について理解を深めた。まず、アカデミック・ハラス

メントの定義や、マスコミ報道における他大学での事例

が紹介され、続いて注意点や防止策についての質疑応

答や意見交換がなされた。

　昨今、初・中等教育における様々な学習環境で育った

入学者に対して、従来のような画一的な大学の授業内

容では、十分な教育効果を発揮できなくなったが、卒業

研究などの直接的・対面的な指導においても同様のこと

が言えよう。高等教育において、十分に彼らの潜在能力

を引出し、個々の性格に応じた適切な対応を実現させ

るため、この研修会に参加した教員は、認識を新たにし

た。今後も、様々なハラスメント防止について理解を深

めていくため、このような研修会の開催を継続して検討

する予定である。
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　政策学部は従来の少人数教育と教員の自己評価

の原則をふまえながらも、いくつか大きな改革を行っ

てきた。具体的にはＦＤ活動の強化にあわせた具体

的方策の導入（シラバスにおける成績評価基準等の

明示・複数回試験等）、大学院総合政策科学研究科と

の連携、同志社大学全体で強化してきた教育理念の

ひとつ国際化にあわせたカリキュラム目標の見直し

である。国際化専修コースの設立（2011年）、海外

活動を伴う正課科目の創設とその履修支援（2013

年）、同志社大学外国協定大学派遣留学支援であり、

これらは「国際化」のポリシーを実現する政策学部の

試みである。この試みや見直しは従来ＦＤ活動の一

環として行ってきたアンケートにおいて得られた学

生の希望、父母懇談会での意見を参考に進めてきた

ものであり、今後もＦＤ活動を通じて得られた知見を

フィードバックしてさまざまな施策を検討していくつ

もりである。

山谷　清志◎政策学部

科学技術は国や言語の垣根を越えて発展している。

理工学部・理工学研究科は、教育面においては国際舞

台でも活躍できる技術者や研究者を育成することを、

研究面においては世界的な研究開発成果を生み出す

ことを目指している。これまでに、ヨーロッパの複数の

科学技術分野のエリート校と学部（研究科）間協定を

結び、学生の交換留学を行ってきた。ダブルディグリ

ー制度を利用して、フランスのグランゼコールと本学

の両方の学位（修士）を取得する学生もいる。また、韓

国の全南大学校工学部とはインターセミナーをほぼ

毎年開催している。このセミナーは、教員の交流を主

目的の一つとしており、ＦＤ活動としても重要である。

このような実績や経験に基づき、2010年には、生命

医科学研究科と協力して「国際科学技術コース」を

設置し、さらに2013年度には、グローバル・スタディ

ーズ研究科および他連携研究科と協同で前期・後期

課程一貫の教育プログラム「グローバル・リソース・マ

ネッジメント」を開始するに至っている。

文化情報学部では、先日「アカデミック・ハラスメント防

止研修会」を開催した。講師は、奈良県立医科大学 女

性研究者支援センターの御輿（おごし）久美子 氏に来

校いただき、多くの学部教員が参加のうえ，ハラスメン

ト防止について理解を深めた。まず、アカデミック・ハラ

スメントの定義や、マスコミ報道における他大学での

事例が紹介され、続いて注意点や防止策についての

質疑応答や意見交換がなされた。

昨今、初・中等教育における様々な学習環境で育った

入学者に対して、従来のような画一的な大学の授業

内容では、十分な教育効果を発揮できなくなったが、

卒業研究などの直接的・対面的な指導においても同

様のことが言えよう。高等教育において、十分に彼ら

の潜在能力を引出し、個々の性格に応じた適切な対

応を実現させるため、この研修会に参加した教員は、

認識を新たにした。今後も、様々なハラスメント防止

について理解を深めていくため、このような研修会の

開催を継続して検討する予定である。

田口　哲也文化情報学部

馬場　吉弘理工学部

このコーナーでは、各学部・研究科・センターにおけるＦＤ活動の報告を順次掲載していきます。

2011年度の大学院教育検討部会では、上記の項目案を叩き台として、各研究科での「博士論文審査のポイント」の明示の可
否について検討を行いました。現在、各研究科で明示に向けた検討作業が進められています。

●難しい部分もありましたが、大学進学を考える上で「大
学で勉強したい」と、より強く思うようになり、刺激を受
けました。これを励みに高校生活も充実させて、大学進
学に臨みたいと思います。
●高校での授業とは全然違っていて、大学では自主的に勉
強することが大事なんだなと感じました。
●理系か文系かとても迷っているのですが、理系でも文系
の要素もある分野もあるんだと分かって進路選択の役
に立ちました。
●授業のレベルが高かったので私はあまり理解する事が
できなかったが、自分の進路の参考になった。
●大学の講義がどういったものか今まで全く知らなくて、
むしろつまらないものというイメージを持っていたけれ
ど、今日の講義を受けて案外つまらないものではないん
だなぁと思いました。高校の授業で、興味のないことま
で強制的に授業を受けているより、大学で自分が知りた
いことを探すことの方が楽しそうだと思いました。これ
からの学部選びのための良い参考となってよかったで
す。
●今まで受けてきた、どの授業にも当てはまらず、初めて
やる内容だったのでとても難しかったです。
●実際90分受けてみて、やっぱり長かったです。講義を受
けて、しっかり大学について考えようと思いました。
●大学ってどんな勉強をするのか分かっていなかったけれ
ど、この講座で大体分かったと思います。今、勉強にやる気

2012年度「大学入学準備講座」開催報告

授業科目に適切な番号を付し分類することで、学修の段階や順序等を表し、教育課程の体系性を明示する「ナンバリング制
度」の導入は、本学において取り組むべき喫緊の課題です。
そこで今回の講演会では、中央教育審議会委員の川嶋太津夫先生にお越しいただき、ナンバリング制度と学士課程教育の質
保証との関連、アメリカおよび日本での導入事例、留意すべき課題等についてご講演いただきました。当日は学内外から100
名を超える参加があり、質疑応答では、国際通用性のあるツールとして活用する際の留意点や分類の困難さ等について多くの
質問が寄せられ、活発な意見交換が行われました。
講演会に参加できなかった方には、学習支援・教育開発センター事務室に当日の配付資料を用意していますので、適宜閲覧し

てください。また、学内教職員の方は「教職員のページ」からも動画・資料をご覧いただけます。

●アメリカ、日本の大学の具体例をあげながら説明していただき、わかりやすかった。
ナンバリングを導入した後の課題にどう取り組むかが重要である。

●ナンバリングの目的・概要についてある程度理解できた。作業に入る第一歩として
大変参考になった。

●ナンバリングの目的・教育課程の体系化をする必要性が具体的に理解でき、非常
に有意義でした。

●ナンバリングの効果、意義がよくわかった。同時に、これを活かすためには教学の
マネジメント、教員の意識改革がポイントだと感じた。

学習支援・教育開発センターＦＤ講演会

７月３０日１８時３０分より、国際化推進室との共催でＦＤ講演会を開催しました。

2013年度新任教員研修会・ＴＡ研修会
今年度の新任教員研修会を４月２日に、ＴＡ研修会を４月４日・５日・８日に開催しました。各研修会の資料・動画を
下記のページで公開していますので、ぜひご覧ください。

教育の組織化、教育課程の体系化・可視化による質保証　―コース・ナンバリングの意味と意義―

川嶋  太津夫 氏 （神戸大学 大学教育推進機構教授 / 中央教育審議会 大学分科会大学教育部会委員）

今出川キャンパス 寧静館会議室
京田辺キャンパス ラウンジ棟207会議室（※テレビ会議システムによる配信）

内　容
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会　場

今年度は62名の参加がありました。

◎新任教員研修会の様子 ◎ＴＡ研修会の様子

３日間の開催で合計559名の参加がありました。

　文化情報学部では、先日「アカデミック・ハラスメント

防止研修会」を開催した。講師は、奈良県立医科大学 

女性研究者支援センターの御輿（おごし）久美子 氏に

来校いただき、多くの学部教員が参加のうえ、ハラス

メント防止について理解を深めた。まず、アカデミック・

ハラスメントの定義や、マスコミ報道における他大学

での事例が紹介され、続いて注意点や防止策につい

ての質疑応答や意見交換がなされた。

　昨今、初・中等教育における様々な学習環境で育っ

た入学者に対して、従来のような画一的な大学の授

業内容では、十分な教育効果を発揮できなくなった

が、卒業研究などの直接的・対面的な指導においても

同様のことが言えよう。高等教育において、十分に彼

らの潜在能力を引出し、個々の性格に応じた適切な対

応を実現させるため、この研修会に参加した教員は、

認識を新たにした。今後も、様々なハラスメント防止

について理解を深めていくため、このような研修会の

開催を継続して検討する予定である。

田口　哲也◎文化情報学部

　科学技術は国や言語の垣根を越えて発展してい

る。理工学部・理工学研究科は、教育面においては国

際舞台でも活躍できる技術者や研究者を育成するこ

とを、研究面においては世界的な研究開発成果を生

み出すことを目指している。これまでに、ヨーロッパの

複数の科学技術分野のエリート校と学部（研究科）間

協定を結び、学生の交換留学を行ってきた。ダブルデ

ィグリー制度を利用して、フランスのグランゼコール

と本学の両方の学位（修士）を取得する学生もいる。

また、韓国の全南大学校工学部とはインターセミナ

ーをほぼ毎年開催している。このセミナーは、教員の

交流を主目的の一つとしており、ＦＤ活動としても重

要である。このような実績や経験に基づき、2010年

には、生命医科学研究科と協力して「国際科学技術コ

ース」を設置し、さらに2013年度には、グローバル・

スタディーズ研究科および他連携研究科と協同で前

期・後期課程一貫の教育プログラム「グローバル・リソ

ース・マネッジメント」を開始するに至っている。

馬場　𠮷弘◎理工学部

「教職員のページ」（本学教職員のみ閲覧可能）新任教員研修会 http://clf.doshisha.ac.jp/ta/ta.htmlＴＡ研修会

参加者の声

各学部・研究科・センターFD活動報告

　文化情報学部では、先日「アカデミック・ハラスメント

防止研修会」を開催した。講師は、奈良県立医科大学 

女性研究者支援センターの御輿（おごし）久美子氏に

来校いただき、多くの学部教員が参加のうえ、ハラスメ

ント防止について理解を深めた。まず、アカデミック・ハ

ラスメントの定義や、マスコミ報道における他大学で

の事例が紹介され、続いて注意点や防止策についての

質疑応答や意見交換がなされた。

　昨今、初・中等教育における様々な学習環境で育った

入学者に対して、従来のような画一的な大学の授業

内容では、十分な教育効果を発揮できなくなったが、

卒業研究などの直接的・対面的な指導においても同

様のことが言えよう。高等教育において、十分に彼ら

の潜在能力を引出し、個々の性格に応じた適切な対

応を実現させるため、この研修会に参加した教員は、

認識を新たにした。今後も、様々なハラスメント防止

について理解を深めていくため、このような研修会の

開催を継続して検討する予定である。

　文化情報学部では、先日「アカデミック・ハラスメント

防止研修会」を開催した。講師は、奈良県立医科大学 女

性研究者支援センターの御輿（おごし）久美子 氏に来校

いただき、多くの学部教員が参加のうえ、ハラスメント

防止について理解を深めた。まず、アカデミック・ハラス

メントの定義や、マスコミ報道における他大学での事例

が紹介され、続いて注意点や防止策についての質疑応

答や意見交換がなされた。

　昨今、初・中等教育における様々な学習環境で育った

入学者に対して、従来のような画一的な大学の授業内

容では、十分な教育効果を発揮できなくなったが、卒業

研究などの直接的・対面的な指導においても同様のこと

が言えよう。高等教育において、十分に彼らの潜在能力

を引出し、個々の性格に応じた適切な対応を実現させ

るため、この研修会に参加した教員は、認識を新たにし

た。今後も、様々なハラスメント防止について理解を深

めていくため、このような研修会の開催を継続して検討

する予定である。
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学習支援・教育開発センターでは、2004年度から「キャンパスライフに関するアンケート調査」を実施しています。この調査は、学生の学習状
況や意識をとらえることによって、本学の教育改善につなげることを目的としています。毎年3月下旬の成績交付時に、1年次および3年次の終
了時点の学生を対象に調査を行っています。2012年度は、１年次生の調査で3862件（回収率：63.5%）、3年次生の調査で3398件（同
56.1%）の回答が得られました。2012年度調査では、生活時間をとらえる項目として、これまでの「授業外学習時間」、「アルバイト従事時間」の
ほかに、「クラブ・サークル活動時間」、「（授業とは関係のない）読書時間」を追加しました。さらに、「クラブ・サークルの加入状況」などの調査項目
を新たに設置しました。今回のレポートでは、こうした新規項目について、1年次調査の結果を紹介します。

「キャンパスライフに関するアンケート調査」
 集計結果

はじめに、授業外学習、アルバイト、クラブ・サークル、読書といった各種活動に対して、本学の学生がどの程度の時間を費やしているのかを確認してい
きます。図1は1週間あたりの平均活動時間を項目別に算出した結果です。学生が最も多くの時間を割いているのはアルバイトの9.24時間で、これにク
ラブ・サークル活動の8.23時間が続いています。他方、近年、学習成果の指標のひとつとして注目されている授業外学習時間については4.67時間にと
どまっています。
次に、平均だけでは学生のライフスタイルの実態をつかむことは難しいので、各種活動に費やす時間の分布についてもみていきましょう。図2は回答

を5時間ごとに区分して集計したものです。平均活動時間が最も長かったのはアルバイトですが、図2から、「0時間」と回答した学生の割合が28.6％と
他の活動と比較して多いことが判明しました。そうした一方、 1週間にアルバイトを「16時間以上」行っている学生も2割弱（19.7%）います。アルバイト
に関しては、積極的に取り組む学生と消極的な学生に二極化しているようです。

さらに、図3から図6は学問領域別に各種活動時間の平均を算出したものです。これらの図を比較してみると、学問領域によって、学生が力点を置く活
動は異なっていることがわかります。例えば、人文学系ではアルバイトやクラブ・サークル活動に費やす時間が少ない一方、授業外学習と読書活動に時間
を割く学生が多いことが示されています（図3参照）。自然科学系は、人文学系と回答傾向が類似していますが、人文学系とは対照的に読書時間が本学全
体を下回っている点が特徴的です（図5参照）。

1．各種活動に費やす時間

続いて、クラブ・サークル活動の内実について確認していきます。図7は、1年次生のクラブ・サークルの加入状況をまとめたものです。図7によると、ク
ラブ・サークル加入率は7割（72.1%）を超え、クラブ・サークルに「加入したことはない」学生は2割（15.3%）を下回っています。そうした一方、調査が実
施された1年次終了時点で、既にクラブ・サークルを脱退している学生も1割ほど（12.6%）いることが明らかとなりました。
本調査では、現在、加入している（過去に加入していた）クラブ・サークルの種別についても回答を求めています。回答結果をまとめた図8をみると、最

も多くの学生が加入している団体カテゴリー（過去に加入していた団体を含む）は、「公認団体：文化系」で全体の4割弱（39.3%）を占めています。これ
に、「公認団体：スポーツブロック（22.3%）」、「公認団体以外の学内団体（18.3%）」が続きます。一方、「公認団体：体育会」に加入している学生の割合は
15.0%でした。

最後に、団体種別ごとに1週間あたりの平均活動時間を比較してみましょう。結果をまとめた図9によると、「公認団体：スポーツブロック」、「公認団体：
文化系」、「公認団体以外の学内団体」の平均活動時間が5時間台後半から7時間台前半の範囲に収まっているのに対して、「公認団体：体育会」の平均活
動時間は17.03時間と他を圧倒しています。図10は活動時間の分布を示したものですが、これによると、「公認団体：体育会」に所属する学生のうち、週
あたりの活動時間が5時間以下の学生は2割未満（19.8％）にとどまり、活動時間が「16時間以上」である学生は半数近く（46.4%）を占めています。ど
うやら「公認団体：体育会」に所属する学生の活動時間（練習時間）の長さが本学全体の平均活動時間を押し上げているようです。

　以上、「2012年度キャンパスライフに関するアンケート調査」の集計結果の一部を紹介してきました。調査票および集計結果については、
学習支援・教育開発センターのホームページにて公開する予定です。　【集計・分析：菅澤貴之（元学習支援・教育開発センター専門調査員）】

2．クラブ・サークル活動の状況

http://clf.doshisha.ac.jp/investigation/investigation.htmlキャンパスライフに関するアンケート調査のページ

＊ 図9および図10はクラブ・サークルに「現在、加入している」と回答した学生のみを分析の対象としている。
 また、「その他」の団体に加入している学生は少数であるため、分析の対象から除外した。

  

図 1：1週間あたりの平均活動時間（1年次） 図 2：1週間あたりの各種活動に費やす時間（1年次）

図 3：人文学系学生の平均活動時間（1年次） 図 4：社会科学系学生の平均活動時間（1年次）

 

図 6：文理融合系学生の平均活動時間（1年次）図 5：自然科学系学生の平均活動時間（1年次）

図 9： 団体種別ごとのクラブ・サークル活動の
 平均時間（1年次）

図 10： 団体種別ごとのクラブ・サークル活動に
 費やす時間（1年次）

図 7：クラブ・サークルの加入状況（1年次） 図 8： 現在、加入している（過去に加入していた）
 クラブ・サークル（1年次）

＊ 人文学系＝神学部＋文学部＋グローバル・コミュニケーション学部 社会科学系＝社会学部＋法学部＋経済学部＋商学部＋政策学部＋心理学部
 自然科学系＝理工学部＋生命医科学部 文理融合系＝文化情報学部＋スポーツ健康科学部
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学習支援・教育開発センターでは、2004年度から「キャンパスライフに関するアンケート調査」を実施しています。この調査は、学生の学習状
況や意識をとらえることによって、本学の教育改善につなげることを目的としています。毎年3月下旬の成績交付時に、1年次および3年次の終
了時点の学生を対象に調査を行っています。2012年度は、１年次生の調査で3862件（回収率：63.5%）、3年次生の調査で3398件（同
56.1%）の回答が得られました。2012年度調査では、生活時間をとらえる項目として、これまでの「授業外学習時間」、「アルバイト従事時間」の
ほかに、「クラブ・サークル活動時間」、「（授業とは関係のない）読書時間」を追加しました。さらに、「クラブ・サークルの加入状況」などの調査項目
を新たに設置しました。今回のレポートでは、こうした新規項目について、1年次調査の結果を紹介します。

「キャンパスライフに関するアンケート調査」
 集計結果

はじめに、授業外学習、アルバイト、クラブ・サークル、読書といった各種活動に対して、本学の学生がどの程度の時間を費やしているのかを確認してい
きます。図1は1週間あたりの平均活動時間を項目別に算出した結果です。学生が最も多くの時間を割いているのはアルバイトの9.24時間で、これにク
ラブ・サークル活動の8.23時間が続いています。他方、近年、学習成果の指標のひとつとして注目されている授業外学習時間については4.67時間にと
どまっています。
次に、平均だけでは学生のライフスタイルの実態をつかむことは難しいので、各種活動に費やす時間の分布についてもみていきましょう。図2は回答

を5時間ごとに区分して集計したものです。平均活動時間が最も長かったのはアルバイトですが、図2から、「0時間」と回答した学生の割合が28.6％と
他の活動と比較して多いことが判明しました。そうした一方、 1週間にアルバイトを「16時間以上」行っている学生も2割弱（19.7%）います。アルバイト
に関しては、積極的に取り組む学生と消極的な学生に二極化しているようです。

さらに、図3から図6は学問領域別に各種活動時間の平均を算出したものです。これらの図を比較してみると、学問領域によって、学生が力点を置く活
動は異なっていることがわかります。例えば、人文学系ではアルバイトやクラブ・サークル活動に費やす時間が少ない一方、授業外学習と読書活動に時間
を割く学生が多いことが示されています（図3参照）。自然科学系は、人文学系と回答傾向が類似していますが、人文学系とは対照的に読書時間が本学全
体を下回っている点が特徴的です（図5参照）。

1．各種活動に費やす時間

続いて、クラブ・サークル活動の内実について確認していきます。図7は、1年次生のクラブ・サークルの加入状況をまとめたものです。図7によると、ク
ラブ・サークル加入率は7割（72.1%）を超え、クラブ・サークルに「加入したことはない」学生は2割（15.3%）を下回っています。そうした一方、調査が実
施された1年次終了時点で、既にクラブ・サークルを脱退している学生も1割ほど（12.6%）いることが明らかとなりました。
本調査では、現在、加入している（過去に加入していた）クラブ・サークルの種別についても回答を求めています。回答結果をまとめた図8をみると、最

も多くの学生が加入している団体カテゴリー（過去に加入していた団体を含む）は、「公認団体：文化系」で全体の4割弱（39.3%）を占めています。これ
に、「公認団体：スポーツブロック（22.3%）」、「公認団体以外の学内団体（18.3%）」が続きます。一方、「公認団体：体育会」に加入している学生の割合は
15.0%でした。

最後に、団体種別ごとに1週間あたりの平均活動時間を比較してみましょう。結果をまとめた図9によると、「公認団体：スポーツブロック」、「公認団体：
文化系」、「公認団体以外の学内団体」の平均活動時間が5時間台後半から7時間台前半の範囲に収まっているのに対して、「公認団体：体育会」の平均活
動時間は17.03時間と他を圧倒しています。図10は活動時間の分布を示したものですが、これによると、「公認団体：体育会」に所属する学生のうち、週
あたりの活動時間が5時間以下の学生は2割未満（19.8％）にとどまり、活動時間が「16時間以上」である学生は半数近く（46.4%）を占めています。ど
うやら「公認団体：体育会」に所属する学生の活動時間（練習時間）の長さが本学全体の平均活動時間を押し上げているようです。

　以上、「2012年度キャンパスライフに関するアンケート調査」の集計結果の一部を紹介してきました。調査票および集計結果については、
学習支援・教育開発センターのホームページにて公開する予定です。　【集計・分析：菅澤貴之（元学習支援・教育開発センター専門調査員）】

2．クラブ・サークル活動の状況

http://clf.doshisha.ac.jp/investigation/investigation.htmlキャンパスライフに関するアンケート調査のページ

＊ 図9および図10はクラブ・サークルに「現在、加入している」と回答した学生のみを分析の対象としている。
 また、「その他」の団体に加入している学生は少数であるため、分析の対象から除外した。

  

図 1：1週間あたりの平均活動時間（1年次） 図 2：1週間あたりの各種活動に費やす時間（1年次）

図 3：人文学系学生の平均活動時間（1年次） 図 4：社会科学系学生の平均活動時間（1年次）

 

図 6：文理融合系学生の平均活動時間（1年次）図 5：自然科学系学生の平均活動時間（1年次）

図 9： 団体種別ごとのクラブ・サークル活動の
 平均時間（1年次）

図 10： 団体種別ごとのクラブ・サークル活動に
 費やす時間（1年次）

図 7：クラブ・サークルの加入状況（1年次） 図 8： 現在、加入している（過去に加入していた）
 クラブ・サークル（1年次）

＊ 人文学系＝神学部＋文学部＋グローバル・コミュニケーション学部 社会科学系＝社会学部＋法学部＋経済学部＋商学部＋政策学部＋心理学部
 自然科学系＝理工学部＋生命医科学部 文理融合系＝文化情報学部＋スポーツ健康科学部
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学習支援・教育開発センターでは、ホームページやメーリングリストを通じて、学内外で開催されるＦＤ関連企画を紹介して
います。メーリングリストでの情報配信をご希望の場合は、学習支援・教育開発センター事務室までお知らせください（本学
専任教職員を対象とします）。
今後、学外で開催される主な企画は以下の通りです。その他の企画についても随時お知らせしますので、積極的なご参加

をお待ちしています。

11月 2日（土）

11月16日（土）

11月30日（土）・12月 1日（日）

2月22日（土）・23日（日）

3月 1日（土）・ 2日（日）

3月18日（火）・19日（水）

Q-conference2013

日本私立大学連盟　私立大学フォーラム

大学教育学会　課題研究集会

大学コンソーシアム京都　第19回ＦＤフォーラム

大学評価学会　第１１回全国大会

第20回大学教育研究フォーラム

九州大学伊都キャンパス

京都産業大学壬生校地

同志社大学今出川校地

龍谷大学

山梨大学

京都大学

開催日程 企画名称 会　場

※上記一覧は予定ですので、開催時期や会場が変更されることがあります。
※参加にかかる費用は学習支援・教育開発センターが負担します。

学習支援・教育開発センターでは、大学改革やFD関係の
図書資料を収集し、専任教職員の方に事務室で閲覧して
いただけるようにしています。貸出も可能ですので、センタ
ーに直接お越しになるか、ホームページ掲載の所蔵図書資
料一覧をご覧いただき、ご希望の資料があればメールまた
はお電話でご連絡ください。学内便でお届けします。

学生主体型授業の冒険２　
予測困難な時代に挑む大学教育
小田 隆治・杉原 真晃（編著）
ナカニシヤ出版
２０１２．１１
ISBN：978-4-7795-0699-4

大学教育の再構築
学生を成長させる大学へ

金子元久（著）
玉川大学出版部
２０１３．５
ISBN：978-4-472-40464-1

学習の支援と教育評価　
理論と実践の協同

佐藤浩一（編著）
北大路書房
２０１３．４
ISBN：978-4-7628-2801-0

高等教育における
つながり・協働する
学習環境デザイン　
大学生の能動的な学びを支援する
ソーシャルメディアの活用
久保田賢一（編著）
晃洋書房
２０１３．５
ISBN：978-4-7710-2452-6

未来の大学教員を育てる　
京大文学部・プレＦＤの挑戦
田口真奈・出口康夫・
京都大学高等教育研究開発推進センター（編著）
勁草書房
２０１３．３
ISBN：978-4-326-25088-2

＊ センターで所蔵した方が良いと思われる書籍等がありましたらご推薦ください。
 また、図書の他にも、ＦＤに関する雑誌・機関紙や報告書等を収集しています。下記の「図書資料のご案内ページ」よりご覧いただき、ご活用ください。

BOOKS

新着図書情報

http://clf.doshisha.ac.jp/books/list.html図書資料のご案内ページ

http://clf.doshisha.ac.jp/research/research.html研究会・研修会のご案内ページ

FD関連企画のご案内
学習支援・教育開発センターでは、ホームページやメーリングリストを通じて、ＦＤに関連したセミナーやシンポジウム
を案内しています。実際に参加された先生にセミナーの様子や感想をお伺いしていますので、今後の参加の参考に
してください。　 ※今後開催予定のＦＤ関連企画はP.11でも紹介しています。

理工学部の教員として私も学生実験を担当しながら、しばし

ばその根本的なあり方を考える必要性を感じていたが、今回、

東北大学で学生実験へのユニークな取り組みを見せていただ

ける機会があり参加させていただいた。

東北大学の自然科学総合実験は、理系１年次の学生のほぼ全

員を対象に、「自然科学の学び方」や「多次元的なものの見方」

を育むことをめざして行われている必修の実験科目である。学

部や学科ごとに行われる専門研究に直結する実験とは異なり、

「地球・環境」、「エネルギー」、「生命」、「物質開発」、「科学と文

化」の5分野のテーマについて、試行錯誤を繰り返しながら、自

然科学全般の共通基盤となる考え方や態度を身につけてもら

おうと設定されている。実験のため新たに建てられたロの字型

の建物には、各階ロの字の１辺に1分野の各実験が行われる部

屋や区画がまとめて配置され、学生は、このロの字の建物の中

を1セメスターかけて巡りながら、自然科学の課題に対する問

題解決の方法を身につけていく仕掛けになっている。実験テー

マには、現在のエネルギー問題解決につながる「太陽電池の仕

組み」に関するものもあれば、「弦の振動と音楽」のように自然

科学と文化の関係を考えるものもあり、この科目が目指すもの

の懐の深さを感じさせるテーマ設定になっていた。実験を担当

する教員は理系学部全体から参加し、受講学生の所属学部学科

に関わらずその担当テーマを指導している。教える側も学ぶ側

も学部をまたぐ設定だけに、実験指導やレポート管理のシステ

ム作りにも、分かり易さを念頭にきめ細かい工夫がされており、

また、担当教員のコンセンサス作りにもご苦労されている様子

が伺えた。

目の前の知識やハウツーを身につける以前に、基本的なもの

の見方や考える態度を大学全体で醸成していこうという考え方

と、工夫を重ねながら学部横断的にそれを実現しつつある姿に

は輝きを感じさせるものがあった。

坂東　敏博 准教授理工学部

自然科学総合実験授業見学と説明 主催：東北大学

大学教育学会第35回大会プレセッション
年 月 日（金）日　程テーマ

留学生と日本人学生の『学びあい』 主催：立命館大学

2013年度教学実践フォーラム
テーマ

本年度より、政策学部にて「アカデミック・スキル2（伝達）国

際社会に通じるコミュニケーション・スキルを身につけよう」と

いう授業を担当している。各自関心のある政策課題について、

英語のポリシーメモにまとめ、発表することを目的とした授業

である。この授業において、京都アメリカ大学コンソーシアム

（KCJS）とコラボレーションする機会を得、交流会やプロジェク

トのサポート、ピア・エディティングを通じて、政策学部生と

KCJSの学生、相互の学びの創出に努めている。普段の学生生

活の中で、留学生と接する機会が限られていると感じている政

策学部生にとって、アメリカ人学生との交流は、刺激的な体験と

なっているようである。

このような背景から参加した上記フォーラムでは、正課授業

内での交流可能性をテーマに、立命館大学で実施されている

4つの実践例が紹介された。いずれも、異文化間交流および異

文化間コミュニケーションの理解を主たる目的とした授業で

あった。

各実践例の授業設計、評価基準、課題等の報告から、今後の

実践に向けて2つの大きなヒントを得た。第一に「共生日本語・

英語」という考え方である。ネイティブのような流暢な言語の習

得を目指すのではなく、互いの意思を通じ合わせるために有効

な語彙や言い回しを模索することの重要性が強調された。第二

に、協働学習のテーマ設定の方法である。単なる交流ではな

く、共通のタスクを協力して行うことにより、互いの理解は深

まっていく。フォーラムでは、「互いの背景や知識を生かせる

テーマ」「共通して関心のあるテーマ」「双方にとって身近な

テーマ」という3つのポイントが紹介された。

交流の場を設けるだけでなく、その場でどのような学びを創

出できるかは、教員による授業設計によるところが大きい。日米

双方の学生にとって有意義な学習機会を提供できるよう、

フォーラムで得たヒントを手がかりに、今後の授業に取り組んで

いきたい。

岡田　彩　 助教政策学部

学外FD企画参加記

年 月 日（水）日　程
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2012年の中央教育審議会の答申では、予測困難な時代に立ち向かい、時代を生き抜く力を学生が確実に身に付けるため

の大学教育改革が、学生の人生と日本の未来を確固たるものにするための根幹であり、そのために、学士課程教育の質的転換

をすすめることが不可欠であるとの認識が提示されました。同時に、学生の主体的な学びを確立させるための始点が、十分な

学修時間の確保であり、そのために、学士課程教育課程の改善の責任が大学にあることを明確にしたのも新しい点でした。

それでは、「主体的な学び」とは一体どのようなことを意味しているのでしょうか。私は、「学生が目的意識を持って、受け身で

はなく、学びに主体的に関わり、何らかの学習成果につなげること」と定義づけてみたいと考えます。学びに主体的に関わるとい

う態度は、大教室で行われる教員の講義主体の授業を通じても、学生が目的意識を持って学ぶ場合には、醸成することもできる

でしょうし、かつ成果につなげることも可能でしょう。

しかし、近年では、多くの大学の授業において、従来の教員の側から提供する講義主体のティーチングに加えて、学生が能動

的に関わるアクティブ・ラーニングが導入されるなど、教育方法に関する研究の蓄積がなされ、その蓄積から、学生の主体的な

学びを促進する方法として、アクティブ・ラーニングが注目されるようになってきました。

「何を教えるか」から「何ができるようになるか」という、教育活動の中心目標の移行が促進され、その場合に双方向型のアク

ティブ・ラーニングが効果的であるという認識が共有されつつあることがこの注目の背景といえるでしょう。実社会で直面する

複雑・多様な正解が一つではない課題に適切に対応できる思考力、創造力および課題探求能力を育成するため、教員は、授業に

おいては、ディスカッションや学生のプレゼンテーションによる双方向対話型の授業を展開し、学生自らが資料や文献を探し、授

業の事前・事後の学習に取り組むことを推奨するようになってきました。様々な調査および研究結果は、アクティブ・ラーニング

手法は、学生の主体的な学びにつながる教育方法であり学士力関連の学習成果の獲得に一定の効果をもたらしていることを

示しています。

今後は、学士課程教育の質的転換の鍵として、学生の主体的な学びとアクティブ・ラーニング手法の関係を丁寧にモニタリン

グすることが不可欠であると考えています。

予測困難な時代に立ち向かい、時代を生き抜くには
学習支援・教育開発センター所長　山田　礼子
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大学教育の今

学習支援・教育開発センターでは、高校生向けに、大学で要求される学習の質と量を知ってもらい、正しい学部選択の機会を与えることを目
的として、「大学入学準備講座」を開講しています。
この講座では、秋学期の土曜日の午後に、各学部・学科の教員が、それぞれの専門分野で扱う学問の内容から面白そうなテーマを選んで、実

際の大学での講義と同じ形式で、高校生に授業を行います。
今後開講分の講座については受講申込みを受付けていますので、詳細は以下のURLよりご参照ください。

2013年度『大学入学準備講座』のご案内

10月5日（土）
今出川校地

10月12日（土）
京田辺校地

10月19日（土）
京田辺校地

10月26日（土）
今出川校地

11月2日（土）
今出川校地

11月9日（土）
京田辺校地

11月16日（土）
今出川校地

12月7日（土）
今出川校地

13：10～14：40 14：55～16：25
【講座①】福島原発「事件」の真実を隠すマスメディア

社会学部メディア学科 浅野 健一 教授

グローバル・コミュニケーション学部 日野 みどり 教授

【講座②】ウェイトコントロールの理論と実際
～パフォーマンス向上とメタボリックシンドローム・ロコモティブシンドローム予防～

スポーツ健康科学部 石井 好二郎 教授
【講座③】中国の多様性を知ろう：国内の多民族、国外の中国人

【講座⑥】 家族心理学入門 －システムとしての家族という考え方－
心理学部 興津 真理子 准教授

【講座⑧】伝統をグローバル化する中国
グローバル地域文化学部 副島 一郎 教授

【講座⑪】聖書の楽しみ方、味わい方
神学部 石川 立 教授

【講座⑤】やきもの(陶磁器)の文化史 －文化と科学の視点から－
文化情報学部 鋤柄 俊夫 教授

【講座⑦】女性が活躍する社会をめざして
政策学部 川口 章 教授

【講座④】内燃機関の作動原理とこれからの持続可能な低炭素社会の形成
理工学部機械システム工学科 松村 恵理子 准教授

【講座⑨】あなたはホモエコノミカスですか？
経済学部 新関 三希代 教授

【講座⑩】医用画像を用いたバイオメカニクス
生命医科学部医工学科 井上 望 教授

【講座⑫】ことばにすり込まれた「前提」を発見しよう 
－弱者を救う「英文学研究」－ 文学部英文学科 金谷 益道 教授

【講座⑬】現代中国への見方
法学部政治学科 浅野 亮 教授

【講座⑭】韓国の若年層の格差と競争
商学部 遠藤 敏幸 准教授

http://clf.doshisha.ac.jp/preparation_course/course.html大学入学準備講座のページ
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